
総
合
防
災
訓
練
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
や
防
災
関
係
機
関
が
一

体
と
な
っ
て
「
自
分
た
ち
の
ま

ち
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」
と

い
う
基
本
に
た
っ
て
、
防
災
行

動
力
が
向
上
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
行
い
ま
す
。
災
害
が
発

生
し
た
と
き
に
適
切
な
行
動
が

取
れ
る
よ
う
に
、
家
族
そ
ろ
っ

て
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

Ω
避
難
所
運
営
・
初
期
消
火
・

煙
体
験
な
ど

会
場
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

は
初
期
消
火
な
ど
の
体
験
が
で

き
ま
す
。

地
震
の
発
生
を
止
め
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
ふ
だ
ん
か

ら
十
分
な
備
え
を
し
て
お
け
ば

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
災
害
が
発
生
し

た
と
き
に
混
乱
す
る
こ
と
な
く

行
動
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

Ω
想
定

８
月
31
日
、

午
前
９
時
ご

ろ
、
多
摩
直
下

を
震
源
と
す
る

震
度
６
弱
（
マ

グ
ニ
チ
ュ
U
ド

７
程
度
）
の
地

震
が
発
生
し
、

市
内
各
所
で
家

屋
の
倒
壊
や
火

災
な
ど
大
き
な

被
害
が
発
生
し

た
と
い
う
想
定

で
訓
練
を
実
施

し
ま
す
。

Ω
開
始

午
前
９
時
に
サ
イ
レ
ン
を
一

斉
に
鳴
ら
し
ま
す
。
こ
れ
を
合

図
に
家
族
み
ん
な
で
「
わ
が
家

の
震
災
訓
練
」
を
実
施
し
て
く

だ
さ
い
。

※
会
場
で
は
、
体
験
コ
U
ナ
U

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

Ω
消
防
操
法
・
一
斉
放
水
・
応

急
復
旧
活
動
な
ど

警
察
、
消
防
な
ど
に
よ
る
救

出
、
救
護
活
動
や
延
焼
拡
大
防

止
活
動
を
は
じ
め
、
電
気
・
電

話
・
ガ
ス
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
を
支
え
る
機
関
に
よ
る
応
急

復
旧
活
動
な
ど
の
訓
練
を
行
い

ま
す
。
避
難
行
動
や
消
火
活

動
、
ま
た
、
非
常
食
の
炊
き
出

し
訓
練
も
行
い
ま
す
。

※
来
場
さ
れ
た
方
に
は
、
訓
練

終
了
後
に
非
常
食
な
ど
を
お
持

ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
会
場
に
は
、
駐
車
場
が
あ
り

ま
せ
ん
。
車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い

▽
会
場
内
は
、
全
面
禁
煙
で
す

の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い

▽
服
装
は
軽
装
で
、
暑
さ
対
策

を
十
分
し
て
く
だ
さ
い

▽
自
宅
の
防
犯
・
防
火
に
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い

宮
城
県
北
部
の
地
震
で
は
、

家
具
な
ど
の
転
倒
や
棚
か
ら
の

落
下
物
に
よ
り
、
室
内
で
け
が

を
し
た
人
が
目
立
ち
ま
し
た
。

身
近
な
地
震
対
策
と
し
て
、

家
具
を
固
定
す
る
な
ど
家
の
中

の
環
境
に
気
を
配
り
、
家
屋
や

塀
な
ど
を
耐
震
補
強
し
、
水
や

食
料
を
３
日
分
程
度
用
意
し
ま

し
ょ
う
。

地
震
が
起
き
た
ら
、
慌
て
ず

に
自
分
の
身
を
守
り
、
ド
ア
、

窓
を
開
け
て
避
難
路
を
確
保

し
、
ガ
ス
の
元
栓
、
ブ
レ
U
カ

小
平
市
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク

ラ
ブ
で
は
、
訓
練
会
場
で
無
線

局
（
Ｊ
Ｅ
１
Ｙ
Ｋ
Ｒ
）
を
開
設

し
ま
す
。
市
内
各
局
か
ら
の
コ

U
ル
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

周
波
数
は
、
４
百
30
誂
諍
Ｆ
Ｍ

帯
を
使
用
し
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
は
、
大
地
震

な
ど
の
災
害
か
ら
地
域
社
会
を

守
る
た
め
に
、
地
域
の
人
々
が

協
力
し
、
自
主
的
に
結
成
す
る

組
織
で
す
。
編
成
や
運
営
な
ど

は
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

現
在
、
34
の
団
体
が
組
織
さ

れ
活
動
し
て
い
ま
す
。
市
で
は

自
主
防
災
組
織
の
活
動
に
必
要

な
防
災
用
備
品
の
購
入
や
組
織

運
営
経
費
の
一
部
に
対
し
て
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

消
防
団
は
、
日
ご
ろ
生
業
を

も
っ
て
働
い
て
い
る
地
域
住
民

の
方
々
で
組
織
さ
れ
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
生
命
と
財
産
を
守
る

た
め
、
昼
夜
を
問
わ
ず
、
消
火

活
動
や
救
助
活
動
に
身
を
て
い

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
の

活
動
は
、
地
域
防
災
組
織
の
中

核
と
し
て
、
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
年
も

防
災
訓
練
で
、
日
ご
ろ
の
訓
練

の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。

※
訓
練
当
日
、
災
害
が
発
生

し
、
ま
た
は
発
生
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
場
合
、
雨
天
の
と
き
は

中
止
し
ま
す
（
順
延
な
し
）。

問
合
せ

防
災
対
策
課
ò
042

（
３
４
６
）
９
５
１
９

U
を
落
と
す
な
ど
火
の
始
末
を

し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
安
否
確
認
な
ど
の
電

話
が
集
中
す
る
と
、
固
定
・
携

帯
電
話
と
も
に
つ
な
が
り
に
く

い
状
況
と
な
り
ま
す
。
家
族
の

安
否
情
報
な
ど
は
災
害
用
伝
言

ダ
イ
ヤ
ル
「
１
７
１
」
を
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

防
災
対
策
課
ò
042

（
３
４
６
）
９
５
１
９
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人口と世帯数
平成15年8月1日現在
◎住民基本台帳登録数 前月比

男

女

計

世帯数

◎外国人登録数

87,943人 46人減

87,976人 18人減

175,919人 64人減

76,644世帯 15世帯減

3,647人

今月の

８月

２
期
）
の
納
期
限
…
９
月

１
日

※
納
付
は
、
納
期
限
内
に

お
願
い
し
ま
す
。

※
納
付
は
、
便
利
で
納
め

忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
市
民
税
・
都
民
税
の
普

通
徴
収
（
第
２
期
）
の
納

期
限
…
９
月
１
日

◇
国
民
健
康
保
険
税
（
第

最
近
、
「
住
民
税
担
当

の
○
○
で
す
が
」
と
名
の

り
、
市
の
職
員
を
装
っ
て

電
話
を
す
る
事
例
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
内
容
は
、

「
住
民
税
の
還
付
に
関
す

る
書
類
を
送
る
の
で
記
入

し
て
返
送
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
も
の
で
す
。

市
か
ら
還
付
す
る
場
合

は
、
文
書
で
通
知
し
て
い

ま
す
。
事
前
に
電
話
で
お

知
ら
せ
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
不
審
な
電

話
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
個

人
情
報
な
ど
回
答
し
な
い

で
、
収
納
課
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

収
納
課
ò
042

（
３
４
６
）
９
５
２
６

平
成
16
年
度
採
用

市

職

員

募

集

募
集
職
種

一
般
事
務

採
用
予
定
人
数

10
人
程

度応
募
資
格

昭
和
54
年
４

月
２
日
以
降
昭
和
61
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方試
験
日

９
月
21
日（
日
）

提
出
書
類

fl
採
用
試
験

申
込
書
、
受
験
票
（
50
円

切
手
を
は
っ
た
も
の
）
、

写
真
票
、
返
信
用
封
筒

（
本
人
の
あ
て
先
記
載
、

80
円
切
手
を
は
っ
た
も

の
）
各
１
通
　
‡
写
真

（
縦
４
B
A
×
横
３
B
A

の
証
明
用
。
採
用
試
験
申

込
書
と
写
真
票
に
は
っ
て

く
だ
さ
い
）
２
枚

採
用
試
験
要
項
・
申
込
書

の
配
布

８
月
25
日（
月
）

ま
で
、
職
員
課
（
市
役
所

３
階
）
で
配
布

※
小
平
市
ホ
U
ム
ペ
U
ジ

か
ら
採
用
試
験
要
項
・
試

験
申
込
書
類
を
ダ
ウ
ン
ロ

U
ド
で
き
ま
す
。

申
込
み

▽
持
参
…
８
月

21
日
（
木
）
か
ら
25
日

（
月
）
ま
で
（
土
曜
・
日

曜
日
を
除
く
）
に
、
提
出

書
類
を
市
役
所
３
階
職
員

課
へ
持
参

▽
送
付
…
８
月
25
日（
月
）

ま
で
（
消
印
有
効
）
に
、

提
出
書
類
を
問
合
せ
先
へ

送
付

問
合
せ

職
員
課
人
事
係

（
〒
187
―
８
７
０
１
　
小

平
市
役
所
）
ò
042
（
３
４

６
）
９
５
１
４

地震そのとき心得10か条

たんすや食器棚、冷蔵庫などに

転倒防止用具を取り付ける

体

験

コ

ー

ナ

ー

訓

練

の

内

容

防
災
機
関
に
よ
る
訓
練

お

願

い

市

内

ア

マ

チ

ュ

ア

無
線
局
に
ご
協
力
を

あ
な
た
の
ま
ち
に
も

自

主

防

災

組

織

を

小
平
市
消
防
団
の
活
動

に
ご
理
解
・
ご
協
力
を

地震時の心得として、各家

庭で次の10か条を確認し、地

震が起きたらどうすべきか、

体で覚えましょう。

flわが身と家族の身の安全

‡グラッときたら火の始末、

火が出たらすばやく消火

·あわてて外に飛び出すな

‚戸を開けて出口の確保

„頭を保護し、危険なものか

ら身をさけよ

‰室内のガラスの破片に気を

つけよ

Â自動車は左に寄せて停車、

規制区域では運転禁止

Ê避難は徒歩で、持ち物は最

少限に

Áみんなで助け合い、けが人

がいたら応急救護

Ëデマで動くな、正しい情報

で行動

小平市防災イメージキャラクター小平市防災イメージキャラクター小平市防災イメージキャラクター小平市防災イメージキャラクター小平市防災イメージキャラクター小平市防災イメージキャラクター小平市防災イメージキャラクター小平市防災イメージキャラクター小平市防災イメージキャラクター小平市防災イメージキャラクター小平市防災イメージキャラクター小平市防災イメージキャラクター小平市防災イメージキャラクター小平市防災イメージキャラクター小平市防災イメージキャラクター小平市防災イメージキャラクター小平市防災イメージキャラクター
み ん な で 協 力 み ん な で 防 災み ん な で 協 力 み ん な で 防 災み ん な で 協 力 み ん な で 防 災み ん な で 協 力 み ん な で 防 災み ん な で 協 力 み ん な で 防 災み ん な で 協 力 み ん な で 防 災み ん な で 協 力 み ん な で 防 災み ん な で 協 力 み ん な で 防 災み ん な で 協 力 み ん な で 防 災み ん な で 協 力 み ん な で 防 災み ん な で 協 力 み ん な で 防 災み ん な で 協 力 み ん な で 防 災み ん な で 協 力 み ん な で 防 災み ん な で 協 力 み ん な で 防 災み ん な で 協 力 み ん な で 防 災み ん な で 協 力 み ん な で 防 災み ん な で 協 力 み ん な で 防 災

市
職
員
を
装
っ
た

電
話
に
ご
注
意
を

◇小平市携帯電話・Ｌモード用ホームページ　メニューリスト内［行政］［テレモ自治体情報］からアクセスできます。

家
庭
の
地
震
対
策
を

万

全

に


